

















































































































































































































































































































































































































































































































































?????「????????????????????????????????っ?、????????? ． ??????? 〔 〉???? ?? ? ? ? ???????? ? ??
????????
％／∈）ou尼‡ユ1てus亘℃ユエ

















































































































































































































































































??????????????? ???? ???? ?
－9????












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ zシ ×　　， ?
?








?? ?? 　心?@　　s ↑?〉 A
? π一　シ　2
@〈
騰難’ ? 　ト???? 江
ば）g
??






















?????????????????????????????????．????????????? （ ）???? ??? っ????? ??? ???????? ???? ?? ? ? ????????????????????




























































































































































































パ ㌔ ｝　　　♪苧 ぷぷ葵一」　　　ぺぷち
皐
5　　→ぺ 繊宏鐵
／　⇒う
?
＾　　〔イ　＾　　　刃
鱈ぷx　　　諾　　　　　　　　　差　　力　　　，”‥
〔
　（lle醐190）縢聞隈
??
??????????????﹈??、???????????↑ー．」」???????????ー??????????????　　
?????
????? ?????????　　
@　
宦_
????????????????
80
??????????，??????????．?、??
○
81
o←一一ひつ寸し○．?＝．????．?↑．???．???．??っ
?．??
（????
（の
?????．??
（『?）?????．↑．?）?．?
q⊃
???一一寸●つ一
ひっ
??
?．??っ?．?。?
uっ
????
（????????．?。（N?????????????
?????（『?）?。?．??????（『 ） ?。．?（??っ．『『?）????
（『?）?
?『??““°。
????
???
???
???
???
＝??
?ー????????????．」」???????????
82
総括
先進国に到来しつつある高齢化への波は，社会問題として深刻である。21世
紀初頭には国民の約4分の1が高齢者によって構成されることになると言われ
ている。このような中で，すべてに人が健康に生きがいを持ち，安心して暮ら
せる社会環境をつくりあげることは重要なことである。加齢による皮膚や毛髪
に対する変化は，視覚的にわかりやすく，自覚的にも他覚的にも老いを感じさ
せてしまう。特に女性に対して美しく年を重ねるため，外見的な加齢による変
化を目立たなくする抗老化機能を化粧品に求められる役割が大きくなってくる
ことが明らかである。
　皮膚の老化は，加齢に伴う内因性の老化と紫外線や乾燥などの外的環境の影
響をうける外因性の老化の大きく分けることができ，外因性の老化の原因とし
て，紫外線が代表的なものである。内因性の老化においても，生物は生きるた
めに取り入れる酸素の約2％がスーパーオキシドラジカル（O，一）というような
活性酸素種になるといわれており，これらも生体成分に対して傷害を与えるこ
ととなる。
　本研究では，安全性の高い紫外線防御素材の開発，天然物の中に活性酸素を
抑える作用を有する素材を開発と紫外線によりダメージを受けた皮膚の再生作
用を持つ素材の開発というように総合的な角度から香粧品材料の開発を行った。
（1）皮膚刺激の少ない香粧品材料のための紫外線防御剤を開発することを目的
として，シリカゲル表面に紫外線吸収能を有する桂皮酸アミド基を化学結合に
より固定化した表面修飾シリカゲルを作製した。可視および紫外光の透過率に
より評価を行ったところ，内部に細孔を持たない微粒子タイプのシリカゲルを
べ一スとして調製した化学修飾シリカゲル（p一メトキシ桂皮酸アミド修飾シリ
カ）は，可視光に対して透明で，紫外線の透過を遮断する効果があることが認
められた。また，これらの表面修飾シリカゲルを皮膚に塗布したところ，透明
性が高く違和感がない特徴があった。本物質は，モルモットを用いた皮膚刺激
性試験において刺激を認めなかった。
（2）活性酸素による傷害から皮膚を守る素材として花弁に注目し検討を行なっ
た。花弁の抽出物から活性酸素によるピアルロン酸の断片化抑制能を指標とし
て防御能を有する物質を検索した。その結果，バラ科やモクレン科の植物に高
い活性を確認した。先の研究でバラ抽出物中のを有する成分がイソクエルシト
リンやクエルシトリンというクエルセチン配糖体であることを確認した。本研
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究では，花弁抽出物の中でピアルロン酸断片化抑制能の最も高かったモクレン
の花弁から有効成分の単離精製を行ない，構造解析を行った。その結果，活性
成分の一つはルチンであることを確認した。前研究と合せてクエルセチン配糖
体の活性が高いことを確認した。
　これらのフラボノイドは水に対する溶解性が悪く，香粧品に配合した場合，
経時的に沈澱の生成という問題点を生じる。この問題点を解決するために溶解
性の向上の検討を行った。今回，イソクエルシトリンとデンプンを基質として
サイクロデキストリン合成酵素（CGTase）で配糖化を行った。その配糖化物の水
に対する溶解性は，100倍近く向上し香粧品への配合において経時的な沈殿か
らの回避が可能となった。
（3）老化現象の一つであるシワは，真皮の細胞外マトリックスを産生する細胞
数の減少，分裂速度の衰えなどの細胞機能の老化やコラーゲン線維の減少およ
び変性などにより，皮膚の弛緩および弾力性の損失が起こることが原因となっ
て発生する。
　本研究では，ハイビスカス花弁抽出物が，皮膚線維芽細胞の細胞増殖を活性
化し，細胞外マトリックスの産生を増加させることにより，皮膚のはり・しわ
の改善に顕著な作用を示すことを確認した。線維芽細胞の増殖作用を指標に活
性成分の単離精製を行った結果，その活性成分は3－hydroxy－3，4－dicarboxy・・
1，4－butanolideであることを確認した。
　ハイビスカス抽出物の有効性は，ヘアレスマウスを用い，紫外線を照射する
ことにより，外見的変化，角層剥離状態や皮膚弾力の測定を行った。無塗布に
紫外線照射を行った群は，シワの形成及び角層剥離状態の悪化や皮膚弾力の低
下が見られたが，ハイビスカス抽出物塗布群は，それらの変化を抑制していた。
これらの結果から，ハイビスカス抽出物は真皮と表皮に作用し，シワの形成を
抑える働きがあることが示唆された。
　本研究によって得られた紫外線防御剤により，紫外線による傷害から皮膚を
防御し，完全に防御できなかった紫外線により生じた皮膚上の活性酸素や体内
から発生する活性酸素に対して，バラやモクレンから得られたクエルセチン配
糖体により防御する。そして，それでも傷害を受けた皮膚に対してハイビスカ
スから得られた3－hydroxy－3，4－dicarboxy－1，4－butanolideが皮膚の再生に役
立つというわけである。このように総合的に老化から皮膚を守る素材を開発し，
これらを配合した香粧品を使用することにより高齢化社会を迎えても美しく歳
を重ねることができる日が来ることが期待される。
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